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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第31回

二
段
階
発
注（
Ｅ
Ｃ
Ｉ
）方
式
の
採
用

　

今
回
の
建
設
会
社
へ
の
工
事
発
注
に
つ
い
て
は
、

建
設
コ
ス
ト
の
縮
減
の
た
め
、
二
段
階
発
注
（
Ｅ
Ｃ

Ｉ
：Early Contractor Involvem

ent

）
方
式
で

建
設
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
二
段
階
発
注
方
式

は
、
筆
者
が
岐
阜
県
下
呂
市
の
市
立
金
山
病
院
に
お

い
て
初
め
て
行
っ
た
方
法
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災

直
前
の
建
築
費
が
安
い
時
代
で
あ
っ
た
が
、
１
０
０

床
の
病
院
の
建
築
費
が
約
18
億
円
と
い
う
安
い
金
額

の
病
院
建
築
を
実
現
し
て
い
る
。

　

二
段
階
発
注
方
式
は
、
図
１
の
よ
う
に
、
基
本
設

計
が
終
わ
っ
た
時
点
で
病
院
の
建
設
工
事
費
の
概
算

金
額
を
算
出
し
、
概
算
金
額
を
基
に
病
院
の
建
築
を

行
う
施
工
予
定
者
を
決
定
す
る
。
基
本
設
計
が
終

わ
っ
た
時
点
で
施
工
予
定
者
を
選
定
す
る
こ
と
で
、

実
施
設
計
に
施
工
予
定
者
も
参
加
し
、
実
際
に
建
築

を
行
う
施
工
予
定
者
の
ロ
ー
コ
ス
ト
建
築
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
病
院
の
設
計
に
盛
り
込
も
う
と
い
う
の
が
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　

２
０
１
６
年
４
月
12
日
施
工
予
定
者
の
公
開
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
公
募
を
開
始
し
た
。
提
案
の
条
件
は
、 

一
般
病
床
２
５
０
床
、
地
上
６
階
、
地
下
な
し
、
病

院
棟
：
鉄
骨
造
・
免
震
構
造
、
情
報
プ
ラ
ザ（
平
屋
）：

鉄
骨
造
・
耐
震
構
造
、
延
床
面
積
：
１
万
８
５
０
３
㎡
、

建
設
工
事
費
（
建
築
本
体
工
事
、
電
気
設
備
工
事
、

機
械
設
備
工
事
、
電
気
・
機
械
屋
外
附
帯
工
事
）：

70
億
６
０
０
０
万
円
以
内（
消
費
税
別
）と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
元
貢
献
に
つ
い
て
も
提
案
し

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

　

建
設
費
高
騰
に
よ
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
表
明

会
社
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
１
社
で
も
参

加
す
れ
ば
公
開
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。
１
社
も
な
け
れ
ば
、
仕
様
を
見
直
す
か
、
金

額
を
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。
基
本
設
計
直
後
の
早
い

時
期
に
施
工
予
定
者
と
建
築
金
額
を
確
定
で
き
る
の

が
、
二
段
階
発
注
方
式
の
最
大
の
利
点
で
あ
る
。

　

幸
い
２
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
そ
の
後
１
社
が
辞

退
、
提
案
し
た
１
社
に
対
し
て
、
２
０
１
６
年
５
月

29
日
に
、
公
開
に
よ
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
考
を
行
っ

た
。
応
募
の
あ
っ
た
建
設
会
社
は
、
仕
様
書
通
り
の

建
設
で
は
77
・
2
億
円
に
な
る
こ
と
。
Ｖ
Ｅ
提
案（
性

茨
城
県
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の

ロ
ー
コ
ス
ト
病
院
建
築（
下
）

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸

二段階発注（ECI）方式図１

設
計
会
社
選
定

工
事
費
概
算
見
積

施
工
予
定
者
選
定

実
施
設
計

工
事
費
見
積

工
事
着
工

基
本
設
計

プロポーザル プロポーザル 建設会社の協力を得て
設計会社が設計
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能
や
機
能
を
低
下
さ
せ
ず
に
、
別
の
方
法
や
手
段
を

提
案
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
手
法
）
が
認
め
ら

れ
れ
ば
約
７
億
円
の
縮
減
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。

地
元
貢
献
と
し
て
は
市
内
事
業
所
へ
建
設
工
事
・
資

材
等
を
33
億
円
発
注
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
審
査
の
結
果
応
募
会
社
が
優

先
交
渉
権
者
と
な
っ
た
。

　

筑
西
市
と
設
計
会
社
、
施
工
予
定
者
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
提
案
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
建
設
工
事
費
は
、

２
５
０
床
で
70
・
５
億
円
（
消
費
税
後
76
・
14
億

円
）
で
発
注
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
１
床

３
０
４
６
万
円（
消
費
税
後
）で
、
１
床
４
０
０
０
万
〜

５
０
０
０
万
円
と
い
う
建
築
が
相
次
ぐ
自
治
体
病
院

建
築
（
例
え
ば
、
同
時
期
に
発
注
さ
れ
た
自
治
体
病

院
の
例
で
は
３
０
０
床
で
約
１
３
２
億
円
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
る
）
の
中
で
は
、
最
高
レ
ベ
ル
に
近
い

ロ
ー
コ
ス
ト
建
築
を
実
現
し
た
。
参
考
ま
で
に
、
コ

ス
ト
削
減
の
項
目
は
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
現

在
、
工
事
は
計
画
ど
お
り
に
進
み
、
２
０
１
８
年
10

月
に
新
病
院
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

病
院
整
備
に
関
し
て
は
、
地
域
医
療
再
生
基
金
25
億

円
、
合
併
特
例
債
23
億
円
の
投
入
の
ほ
か
、
企
業
債

（
元
利
償
還
金
の
40
％
を
地
方
交
付
税
措
置
）
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
器
購
入
や
、
敷
地
造
成
や
旧

建
物
の
除
却
な
ど
の
経
費
を
考
え
て
も
実
質
の
借
入

返
済
額
は
か
な
り
少
な
い
も
の
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

竣
工
前
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
事
例
の
特
長
は
、

コ
ス
ト
負
担
を
特
定
の
者
に
押
し
付
け
た
り
せ
ず
、

設
計
段
階
か
ら
竣
工
ま
で
、
発
注
者
、
施
工
者
、
設

計
者
、
Ｃ
Ｍ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
基
本
合
意
で
決
め
た

建
設
工
事
費
の
上
限
を
超
え
な
い
よ
う
、
協
議
・
調

整
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
全
体
の
工
事
費
が
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
、
妥
当
性

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

病
院
新
築
は
病
院
の「
最
大
の
危
機
」

　

財
政
の
厳
し
い
自
治
体
で
は
、
病
院
を
新
築
し
て

経
営
が
悪
化
し
た
場
合
、 

す
ぐ
に
病
院
の
存
続
の
問

題
に
な
る
。
し
か
し
、 

病
院
を
建
て
替
え
な
け
れ

ば
、
若
い
医
師
や
看
護
師
は
勤
務
せ
ず
、
病
院
の
将

来
は
な
い
。
病
院
建
築
を
行
う
場
合
、
知
恵
を
絞
っ

て
ロ
ー
コ
ス
ト
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

自
治
体
病
院
の
建
築
は
ど
う
し
て
も
従
来
の
官
庁

発
注
の
考
え
に
と
ら
わ
れ
や
す
い
。
こ
れ
ま
で
の
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
徹
底
的
に
ロ
ー
コ
ス
ト
で
質
の

高
い
病
院
建
築
手
法
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
茨
城
県
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ー
コ

ス
ト
建
築
は
全
国
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
考
え
る
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。

伊関友伸（いせき　ともとし）

1987年埼玉県入庁、県民総務課、大利根町企画財
政課長、県立病院課、社会福祉課、精神保健総合セ
ンターなどを経て、2004年城西大学経営学部准教
授、2011年4月同教授。研究テーマは、行政評価、
自治体病院の経営、保健・医療・福祉のマネジメント。
総務省公立病院に関する財政措置のあり方等検討会
委員など、数多くの国・地方自治体の委員等を務める。
著書に「まちに病院を！」（岩波ブックレット）「自治体病
院の歴史　住民医療の歩みとこれから」（三輪書店）な
どがある。

筆者プロフィール

●プロポーザル・基本設計段階のコスト削減
• 敷地マウントアップによる堀削土処分のコスト削減
• 免震構造建物と耐震構造建物を分けることによる免震関連コスト削減
• 鉄骨造採用によるロングスパン化を行い免震装置、柱鉄骨をコスト削減
• 病棟形状を工夫することにより居室面積を変えずに廊下面積を削減し、コスト削減
• 病棟形状を長方形にすることで外壁面積を最小限とし外壁工事をコスト削減 など

●施工予定者参加によるコスト削減
• 病棟短辺スパンを6mから12mにすることでコスト削減
• 鉄骨耐火被覆製品変更によるコスト削減
• 地盤改良工事を杭工事に変更することでコスト削減
• フルハイトアルミサッシを高さ5mから4ｍにすることでコスト削減
• 屋上機械メンテナンス床の仕様変更によりコスト削減
• 外来中央廊下の床石材をノンワックスシートに変更しコスト削減
• 耐火間仕切壁の仕様変更によりコスト削減 など

主なコスト削減項目表１


